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⑤

①
⑥

【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

Ｈ28(標準事業)

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 健康福祉部
04072-1 健康増進事業 室名 長寿健康づくり室

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 市民

③
指
標

施策の方向 02:健康づくり支援体制の充実 項 保健衛生費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 保健衛生総務費

施
策
体
系

基本施策の大綱 03:健康で自然の恵み豊かな環境の創造 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 01:健康づくりの推進 款 衛生費

単位

国庫支出金 所要人員 0.49

人
件
費

総人件費 3,588
事業費 12,824 11,186 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額

県支出金 6,792 6,273

再
掲

翌年度への繰越額

その他 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債 受益者負担額

⑤
事
業
の
評
価

総合判定

各種検診においては前年度に比較し、対象者への個人通知や再勧奨等を行い、健康増進の啓発に努め
た。受診率（骨粗鬆症：H27 13.7％・H28 11.4％、肝炎H27 7.9％・H28 5.1％、歯周病H27 13.7％・H28
11.4％）は低下したものの、受診者においては疾病の早期発見や早期治療になげることができた。 Ｂ

まずまず進んだ

歯周病検診については近年受診率の低下も見られ、さらにお口の健康づくりについての啓発を進めていく必要がある。
各種検診において、検診対象者以外の方にも、予防策についての啓発が必要である。

歯周病検診の対象者を拡大し、お口の健康づくりについて検診を通じて行っていく。またこれまでの健康づくりのてびきや
各種個人通知の啓発に加え、イベントや教室時等にも検診等の周知を行い、啓発を行っていく。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額

総人件費 3,588

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
健康の増進に関する知識の普及・情報提供などの啓発活
動及び各種検診を実施した。

　事業実績
　・健康手帳の交付　502人
　・歯周病検診　受診者数　338人
　・骨粗しょう症検診　受診者数　430人
　・肝炎ウイルス検診　受診者数　672人
　・健康増進法健康診査　受診者数　18人

事
業
費

適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 長寿健康づくり室長　小森　達也

目
的

概
要

健康増進事業としては、①健康手帳の交付②健康教育③健康相談④訪問指導⑤歯周病検診⑥骨粗鬆症検診⑦肝
炎ウイルス検診⑧健康増進法に定める健康診査の実施を行う。

健康増進法に基づき、壮年期の住民の予防、疾病の早期発見等に関する事業を行い、市民の健康増進の向上を図
ることを目的とする。

２７年度

総コスト 14,774

一般財源 6,032 4,913

3,588 平均給与額×③

実績値
単位

計画値

実績値

２８年度

6
回

338

8
回

410

③
計画値

④
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補足

①

②
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名称

名称

補足

実績値

人

計画値

人

実績値
単位

計画値

名称

補足

広報・個人通知・チラシなどのPR
広報などを利用した啓発回数

歯周病検診の受診者数
延べ受診者数

単位


